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第 2図 谷川筋古墳群分布図 (S= 1 1500) 

ることカまできた。

以下、記述の便をはかるため、これら 3基の古墳

に対して暫定的に番号を振っておきたい。今回、

室実測調査を実施した古墳を 1号墳とし、それから

上方へ向けて 2・3号墳と仮称する。

< 1号墳〉

1号墳の詳細については、後述するので、ここで

は省略したい。

<2号墳〉

1号墳より、直線距離で北東方向に約30m程度登

ったところに位置する。 1号墳との標高差は約15m

程度をはかり、ほぽ尾根線上に立地することになる。

墳丘封土は、ほとんど流出しており、横穴式石室と

思われる石材が露出している。墳丘形態は判然とし

ないが、周囲よりわずかに高まる部分があり、その

範囲は直径にして約 7m程度で、あった。

石室は残存状態が悪く、石室の関口方向・規模等

については知り得なかった。しかし、露出した 2m

大に巨石の下部に人頭大の石材が確認できる箇所が

あり、露出した巨石が天井石で、その下部の石材が

側壁に相当すると思われた。

表土上からの観察では、外表施設や遺物を確認す

ることはできなかった。

く3号墳〉

2号墳から直線距離で北方向に約10m程度登った

地点に位置する。 2号墳との標高差は約 5m程度を

はかり、ほほ尾根線上に立地する。

墳丘封土はほとんど流出している。横穴式石室の

天井石及び側壁が露出していた。墳丘の規模・形状

については判然としない。

石室の残存状態は 2号墳に比してやや良好である。

左右側壁の一部を確認することができた。石室は西

側へ関口すると思われるが、羨道部は流入土の堆積

によって確認できない。玄室にも流入土が堆積する

が、確認できる左右側壁から玄室幅を知ることがで

きる。それによるならば、玄室幅約1.6mをはかる。

また、玄室長については、 2.8m以上を計測する。

天井石は 2m大のものが2石確認できた。

表土上からの観察では、外表施設及び遺物を確認

することはできなかった。

(3) 小結

以上が、谷川筋古墳群にかかる分布調査結果であ
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